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5月24日(土)～25日(日)「第16回パート・臨時・派遣で働くなかまの全国交流会ＩＮ仙台 

全国から450人のなかまが参加し、２日間にわたり全国

のなかまと交流しました。1 日目のシンポジュ-ムでは春原

雄作さん(ＮＨＫワーキングプアチーフプロデューサー)は撮

影を通じて「ワーキングプアは人間の尊厳や誇りまでも奪っ

ている。働くという事の意味を深く考えさせられた」と語り

ました。川西玲子さん(パート臨時労組連絡会事務局長)は自

治体の現場では１００万人の非正規労働者が民間相場より

低い賃金で働き、使い捨てられている「官製ワーキングプア

にある」と告発していました。1日目の集会後には、仙台一

番の繁華街(青葉通り～市役所市民広場)距離にすると○○キロもある・・(チョー！！すごいたま

げた長さ)デモ行進をしました。「ちんどん屋さん」を先頭に、にぎやかに華やかに楽しくパレー

ドをしました。2日目には2つの講座と4つの分科会がおこなわれ、それぞれの分科会で各地

の取り組みの報告や実践交流会などもありました。「パート・臨時・派遣で働くなかまと共同の

輪を大きく広げ自分達の権利を学習し、地域や職場で運動をしていきましょう。そして全ての地

方に連絡会を結成していきましょう」と参加者全員で確認しました。 

  
  

 

報告    5月25日(日)～26日(月) 第3回幹事会を開催しました。 
    参加者16人 欠席１人 場所 作並温泉 

① パ臨全国交流会の感想や問題点 

② 学習会(労働組合のすすめる経営分析活動 

 講師 根本 隆 (生協労連書記長) 

●経営分析の基本は(比較に始まり比較に終わる)  

●なれる。こなれる 

●労働組合は何のために経営分析を行うのか 

●大きなものから見ていく 

③ パート部会第14回総会について 

9月27日（土）～28日（日） 琵琶湖グランドホテル 

    ＊詳細は「あした天気で」77号にて。 

内容は「元気になる。学習をする。みんなで交流する」 

④ 春闘情報 

⑤ 次回の幹事会開催場所と日時の確認 

 

パート    なかないで あしたを見つめ歩きましょう 
部会    にげないで 明るい職場をつくりましょう 
 の     ぬけめなく しっかり実利をとりましょう 
 なに    ねつっぽく 暮らしと生協を語りましょう 
ぬねの    のしつけて 差別を返上しちゃいましょう 

全国のパート・臨時・派遣で働くなかまが杜の都仙台に集う！

“貧困と格差を克服し、人間らしい働き方を実現するために” 



編集後記   
今回は九州地連が担当しました。九州は今じめじめした梅雨の真最中です。この記事で憂鬱

な気分が少しでも吹き飛ばされたらうれしいです。 
活動もいっぱい、元気もいっぱい。心に残るのもいっぱい。「パート部会の活動は楽しいナ

ー。」と思えたら大成功かな！！                （ピョン吉 Ｕ＆Ｆ）  

元気いっぱい九州地連！！ 活動の取り組みの紹介 
九州地連パート部会では、昨年の総会で確認した「元気いっぱい！今年は外へ飛び出そう」と、「世界の平

和と心の平和を求めて」と題して、長崎原爆碑めぐり行う交流会を計画しました。５月3１日(土)～6月1

日(日)に、従来の開催地福岡を離れて長崎で、一泊二日の宿泊、九州大学生協労組のパートの仲間が参加す

るというとってもうれしい、初めてづくしの交流会となりました。９単組51人が参加しました。 

ララコープのみなさんの協力で当日は碑めぐりガイドを5人、5班にわかれ2時間半というスケジュール

でスタートしました．梅雨の晴れ間の暑い日となりました「長崎原爆資料館、国立長崎原爆死没者追悼平和

記念館、浦上天主堂、如己堂、永井隆記念館、原爆中心地公園、山里小学校」をめぐりました。エピソード

がたくさんあったこと、一つ一つに命や生活があったこと、それが8月9日午前11時02分一瞬に多く

の罪のない人間を死に追いやった原爆、ほんとに怒りがこみあげました。語り部さんの説明に涙する場面も

たくさんありました。平和の今に感謝をし、憲法9条をきちんと守る運動もしていこう。来年は鹿児島でま

た会いましょうと約束し、終わりました。 

 

 

 

 

 

 

  

 楽しみながら学習もしよう 

クイズで労基法を学び・模擬団交「５０円を勝ち取るためには」などもしました 
パート部会劇団による「現場で起きている事例についての労働基準法」の学習をしました。そ

れぞれの単組で問題になっている事例をパートの仲間が演じ、○×で参加者が記入。解答によっ

てはため息も･･･。2部構成にし、模擬団体交渉をしました。「５０円の要求を勝ち取る」には「理

事会の目を見ながら思いを語る。本番さながらの迫真の交渉でした。よっぽど怖かったのか理事

会役のパート幹事は早々と次回の交渉ではいい返事をだします」と回答していました。 

“元気のでる活動を・九州はひとつ・パートもひとつ・ひとりで悩まずみんなで解決するよ”を 

合言葉に頑張っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 生協労連平和の取り組み案内 

 ◇６月２０日（金）～２２日（日） 

１日目・・目で見る「米軍基地再編」と基地被害の実態 

２日目・・沖縄戦を追体験 

３日目・・沖縄戦と日米一体化 

※交流会ではコープおきなわ労組のメンバーと「沖縄のチムググル」で歓迎します。 

 

●
学
習
会

●模擬団交：左側理事会、右側労組


